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大の自由度を行使することである。どれを、どれだけ、だれから、いつ、買うか（売るか）を最小の制約で決めることができ の から。小銭を不断に使うということは、日常生活を頻繁な最小 取引で構成してい ことだということができる。ひいきにして る八百屋の帳面へ記入してもらって月末にまとめ払 という取引であれば硬貨需要は激減す 。しかしそれは得意先以外と売買する可能性を放棄してしまうことである。　
それならば硬貨をたくさん供給してやればよ
いのだろ か。問題は通貨、ことに小額面通貨は、上記のように沈積しやすく回収がむずかしいことにある。日常取引における自由度が高いほど通貨への依存が高いが、通貨依存度が高いほど通貨不足 悩むということ なる。銀行制度がポンプの役割を果たさな とさらに深刻化する。小銭は実は大きな問題を かえて
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